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カリタス女子短期大学 
英語・英語圏文化専攻 

◆STUDY ABROAD 2003◆  

◆太平洋を越えた人と文化◆ 英語・英語圏文化専攻  教員 
             北脇 実千代 ～第二回～ 

今年に入ってから「さくら（独唱）」や「夏の終わり」など森山直太朗の曲をよく耳にするようになりました。曲のヒットを機に、彼の姿をテレビでも頻繁

に見かけます。彼のお母さんが「この広い野原いっぱい」や「さとうきび畑」などで知られる森山良子なのは有名な話ですが、実はお祖父さんもミュー

ジシャンで、戦前・戦後と日本で活躍したジャズ・トランペッターでした。お祖父さんの名前は、ヒサシ・モリヤマ（森山久：1910－1990）。アメリカで生ま

れた日系二世でした。 

ヒサシ・モリヤマは、サンフランシスコのジャパンタウンで生まれました。ボーイスカウトでラッパを吹き、高校時代もホルンやトランペットを吹くなど、幼

少時から音楽に親しんでいたようです。そして、1929 年に音楽の道を追求するため大学にも進学しますが、当時はアメリカも世界恐慌と呼ばれた大

不況の時代であり、生活は楽なものではありませんでした。経済的理由から大学を変えてもいます。学費を工面するために、ダンスホールでジャズを

演奏したり、子供たちにトランペットを教えたりもしました。そんな時、ヒサシは日本行きを決意します。日本からサンフランシスコにやって来るジャズ・ミ

ュージシャンが厚遇されているのを目にしたこと、また日系人への人種差別があったアメリカでは思うような職が得られなかったのが主な理由でした。

1934年、ヒサシはサンフランシスコを離れて東京にやって来ます。 

当時、日本でもジャズがもてはやされていました。きっかけは、横浜や神戸で

アメリカの船員たちがジャズを演奏したことだったようですが、1920 年代には、

アメリカで演奏されたジャズのレコードも入ってきて、日本でもジャズ・ミュージシ

ャンを志す者が現れ、1930 年代には、都市を中心に各地でダンスホールもで

きて、ジャズ・ミュージシャンは重宝がられるようになっていました。その状況の

中で、ヒサシはアメリカで培った音楽の才能を発揮したのです。 

現在ジャズは、日本にしっかりと根づき、数多くのミュージシャンと愛好家がい

ます。その黎明期といわれる 1920年代・30年代にヒサシ・モリヤマのようにアメ 

リカからやって来て日本で活躍した日系人も少なくありませんでした。ヒサシのようにその後も日本に住み続けた者、戦局の悪化と共にアメリカに帰

国した者などさまざまですが、アメリカ文化を背負って海を渡ってきた彼らの存在はまさに「太平洋を越えた人と文化」の一例といえるでしょう。 
 

 

This summer’s English Abroad programme was again held for five weeks in Llandrillo 

College in North Wales. Everyone had a great time and learned a lot. Among the things 

were we enjoyed was teaching origami at the local primary school. Here are some 

comments from the students who went: 

●English Classes (Yuka Doi) 

I enjoyed my experience in the classes in summer school. On the first day we were tested and put into different levels. 

I was in level two. We were asked “What do you think is the most important thing for studying English?” 

The teacher said, “It’s vocabulary”. 

He explained that if we had a good vocabulary, we would be able to communicate better with people from around the world. 

I found the classes to be of high quality and I do hope to go back there someday 

 

●Host Family (Eri Iida) 

This summer I went to the UK for the first time. My host mother was a very kind person and often when I came home from 

college she was waiting for me by the window. 

On weekends, we often walked to the market. It took thirty minutes so we talked a lot and sang as we walked. 

Every night after dinner, I watched dramas on TV and gradually I could understand what the actors were saying.   

It was a nice way to study for me.  Everyday was like a private English lesson. How lucky! 

 

●Activities ( Yuka Watanabe) 

At summer school, we had lessons in the morning and activities in the afternoon with friends from other countries. We did horse 

riding, hill walking, visiting castles and many other things which helped us to feel the culture and customs of Britain. We taught 

Japanese customs such as Origami to them. 

As I love horses, I especially enjoyed horse riding. My horse was named Steel. 

This summer was a wonderful experience for me and helped me to see things from a different point of view. 

 

 

 

英語・英語圏文化専攻  教員 
 Patricia Yasuda 

 
横浜のダンスホール（1931年） 

（写真）Source: George Yoshida, Reminiscing in Swingtime: Japanese Americans in American Popular Music 

1925-1960 (San Francisco: National Japanese American Historical Society, 1997) 

◆ Ｃｏｏｌ Ｗｅｂ Ｓｉｔｅ！◆ 英語・英語圏文化専攻 教員    前田 隆子 
今回ご紹介するのは、アメリカの公共放送である、Public Broadcasting Societyの HPの中の News Hour Indexというページです。

すべてのプログラムに英語のテキストがついているので、文字で確認しながら、海外のテレビニュースを見ることが出来ます。時事英語

を勉強したい人にお薦めです。 
PBS-News Hour  

URL: http://www.pbs.org/newshour/newshour_index.html 

Kaleidoscope 第 11 号はいかがでしたか？ 皆さまのご

意見・ご希望・ご質問など、お気づきの点を

maeda@caritas.ac.jpまでお寄せください。 
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 ◆英米文学の故郷 第１０回 ロンドン◆ 

 英語・英語圏文化専攻  教員 
        伊藤 知子 

 

◆留学生座談会２００２◆ 

教員：皆さん、お帰りなさい。まず留学先とその印象について簡単にお

話しください。 

齋藤春佳（以下S）：私はチチェスター・カレッジ（英国）で外国人向けの

英語コースに入りました。町は思っていたより小さかったのですが、とて

もきれいで、道を歩けば顔見知りの人に会うので、馴染みやすかったで

す。 

長沼美夕紀（以下 N）：私はオリンピアにあるサウス・ピュジェット・サウン

ド・コミュニティーカレッジ（米国）の英語コースで学びました。大半がイ

ンターナショナルの学生で、環境もとてもよかったと思います。 

小林彩子（以下 K）：私はブリンズバリー・カレッジ（英国）で８ヶ月間、ホ

－ティカルチャー（園芸･造園）のコースに入り、その後チチェスター・ 

雰囲気でした。私は FC（First Certificate in Englishケンブリッジ検

定準備）のコースを取ったのでとても英語力がついたと実感できまし

た。また、いい先生にも恵まれたと思います。 

N：私もホストファミリーでは苦労しました。家からカレッジまでが遠かった

ことも大変でした。クラスは 15人程度の少人数で日本人は私だけだった

ので大変でしたが、とても勉強になりました。ただ、休み時間は、孤立し

てしまわないように気をつけました。 

K：イギリスでの冬の外の作業はとても寒かったです。 

 

  

チャールズ・ディケンズ（Charles Dickens, 1812-1870）は、イギリスのヴィクトリア

朝を代表する小説家です。彼の作品は生命力を持った様々な登場人物を特徴とし、

ユーモアと感傷を交えて当時の庶民の生活や人情をいきいきと描写しています。 

ディケンズは 1812 年にハンプシャー州（Hampshire）の軍港都市ポーツマス

（Portsmouth）で生まれました。生家は現在、ディケンズ誕生の家（Charles 

Dickens Birthplace Museum）として保存されています。一家は彼が５才の時にケ 

ント州（Kent）のチャタム（Chatham）に移住します。チャタムで過ごした幸せな５年間は彼の心に残りました。ディケンズが 11 才の時に父親の転勤

でロンドン（London）のキャムデン・タウン（Camden Town）に移ります。この家が自伝的長編小説『デイヴィド・コパーフィールド』（David 

Copperfield, 1849-50）ではミコーバー家として描かれています。家計が悪化した為に 1824年にディケンズは靴墨工場で働くことになります。僅か

数ヶ月でしたが、この体験は心の傷となり、彼の小説に登場する子供たちの不幸な生活に反映されているようです。彼はその後もロンドンに住み、都 

市ロンドンとそこに住む人々は『オリヴァ・トゥィスト』（Oliver Twist, 1837-39）や『二都物語』（A Tale of Two 

Cities, 1859）をはじめとする多くの作品に描かれています。1837年から 1839年まで住んだロンドン中央部ホーボ

ン（Holborn）のダウティ・ストリート（Doughty Street）の家は現在ディケンズ記念館（The Dickens House 

Museum）となっています。ここにはDickensや家族の肖像画、作品の原稿、手紙、家具などが展示されており、図

書館もあります。私が訪れたのは 1996年の 7月でしたが、自作の公開朗読で使ったという机を見て、人気を博した

という彼の朗読ぶりに思いを馳せました。 

1856年に購入して 1870年に 58才で亡くなるまで住んだのはケント州のギャッツ・ヒル（Gad’s Hill）にある邸宅

ギャッツ・ヒル・プレイス（Gad’s Hill Place）でした。彼はロンドンのウェストミンスター寺院（Westminster Abbey）の

詩人のコーナーに埋葬されています。  

このコーナーでは、カリタス女子短大の先生方がどのような学生時代を送ったのか、学生によるイン

タビュー形式でお届けします。第 11 回目のゲストは、英語・英語圏文化専攻の前田隆子先生です。イ

ンタビュアーは 2年生の緒方恵子さんです。 

 
Q１：大学は英米文学科をご卒業で、大学院では教育学を専攻されたと

伺いましたが？ 

A：はい。学部時代は英詩に興味があり、特にクリスティーナ・ロゼッティ

の詩が好きでした。また、教職課程も履修していて、その時に日本の英

語教育の諸問題について関心を持ち、卒論は、“Teaching English in 

Elementary School in Japan”という題目で書きました。その流れで、

大学院では教育学を専攻しました。 

Q２：すぐに先生になられたのですか？ 

A：いいえ。大学院卒業後は外務省の外郭団体に就職し、ODA の広報

活動や開発教育の教材を作成していました。その 2 年後、母校の東京

女子大の恩師から助手のお話を頂き、それ以降大学で英語を教え、現

在に至っています。 

Q３：先生はアジア好きですが、きっかけは何ですか？ 

A：大学４年生の時に参加した国際交流活動ですね。それは JICA(国

際協力事業団)のプログラムで、フィリピンの学生たちと合宿しながら討

論したり、お互いの文化を紹介したりしました。彼らは自分の日常的な事

だけに捉われずしっかり国の未来を見つめていました。その後様々な国

際交流活動に参加して、たくさんのアジア人の友だちができました。 

Q４：お話を伺っていると、英語が嫌いになったことなど微塵もないように

思うのですが？ 

A：英語は好きでしたし、自信もありました。中学卒業までは。しかしＩＣＵ

高校に入学して挫折も経験しました。皆さんもご存知の通りＩＣＵは帰国

子女の多い高校で、プレイスメントテストでクラス分けをするのですが、英

語だけは上のクラスにいくことができませんでした。振返ればこの頃が一

番英語を勉強しなかったかもしれません。 

Q５：英語に対する意欲が下降した時はちょっとしたキッカケが必要だと

思うのですが？ 

A：そうですね。モチベーションを持ち続けることも必要ですが、ちょっと

したこと、例えば、先生や友人のほめ言葉が自信に繋がることがありま

す。私の場合は、大学時代にネイティヴの先生に発音を褒められたこと

が自信回復に繋がりました。 

Q６：それでは最後に学生に一言お願いします。 

A：学生時代に、何か1つのことを極めてみましょう。時間はたくさんある

のですから。 

英語・英語圏文化専攻   教員 
          北川 宣子 

◆先生が学生だった頃◆ 

  

 
ディケンズ記念館 

 

チャールズ・ディケンズ 

約一時間半、お互いの留学体験を熱く語ってくれました。限られたスペースなので、そのほんの一部しかご紹介できないのが残念ですが、それぞ

れ異なった体験をして、皆ひとまわりもふたまわりもたくましく成長したと実感しました。これからの活躍を期待したいと思います。 

教員：では、最後に一言よかったことは何でしたか？ 

Ｓ：たくさんのインターナショナルの友達ができたことは財産だと思ってい

ます。それからＦＣの資格が取れたことも満足です。 

Ｎ：たくさんの留学生の友達と楽しく交流ができてよかったと思います。 

Ｋ：現地のイギリス人とじかに触れることができたこと、そして２つのカレッ

ジで勉強する機会が持てたことです。 

教員： 皆さんの体験をもとにこれから留学する後輩の人たちにも反映で

きればと思います。ありがとうございました。 

 

  

   

 前田 隆子先生  

   

派遣奨学生として 1年間の留学を終えてこの夏に帰国した 3人

の 2年生を囲み、今年も座談会を開きました。留学中に学んだこと

や苦労話などいろいろと話していただきました。 

長沼美夕紀さん 小林彩子さん 齋藤春佳さん 

カレッジ（英国）に行き、英語の勉強に専念しました。ブリンズバリーは田

園風景の美しい田舎町でした。 

教員：ホーティカルチャーのコースは珍しいと思いますが、どうでしたか？ 

K：ガーデニングのためにコンクリートを混ぜたり、レンガの柱を造ったり、

羊が生まれ、春が来ることを祝って“Lambing Day”と言って、そのために

庭を造ったりもしました。 

教員：なかなかできない貴重な体験をしましたね。ほかの方たちも何か印

象に残ったこと、苦労したこと、など話してください。 

S：ホストファミリーが何度か変わったので、その度に慣れるのが大変でし

た。私のクラスは日本人がいなくて、イタリア人、スペイン人、ポルトガル

人、ベルギー人、フランス人、マレーシア人など、国際色豊かで楽しい 
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A：英語は好きでしたし、自信もありました。中学卒業までは。しかしＩＣＵ

高校に入学して挫折も経験しました。皆さんもご存知の通りＩＣＵは帰国

子女の多い高校で、プレイスメントテストでクラス分けをするのですが、英

語だけは上のクラスにいくことができませんでした。振返ればこの頃が一

番英語を勉強しなかったかもしれません。 

Q５：英語に対する意欲が下降した時はちょっとしたキッカケが必要だと

思うのですが？ 

A：そうですね。モチベーションを持ち続けることも必要ですが、ちょっと

したこと、例えば、先生や友人のほめ言葉が自信に繋がることがありま

す。私の場合は、大学時代にネイティヴの先生に発音を褒められたこと

が自信回復に繋がりました。 

Q６：それでは最後に学生に一言お願いします。 

A：学生時代に、何か1つのことを極めてみましょう。時間はたくさんある

のですから。 

英語・英語圏文化専攻   教員 
          北川 宣子 

◆先生が学生だった頃◆ 

  

 
ディケンズ記念館 

 

チャールズ・ディケンズ 

約一時間半、お互いの留学体験を熱く語ってくれました。限られたスペースなので、そのほんの一部しかご紹介できないのが残念ですが、それぞ

れ異なった体験をして、皆ひとまわりもふたまわりもたくましく成長したと実感しました。これからの活躍を期待したいと思います。 

教員：では、最後に一言よかったことは何でしたか？ 

Ｓ：たくさんのインターナショナルの友達ができたことは財産だと思ってい

ます。それからＦＣの資格が取れたことも満足です。 

Ｎ：たくさんの留学生の友達と楽しく交流ができてよかったと思います。 

Ｋ：現地のイギリス人とじかに触れることができたこと、そして２つのカレッ

ジで勉強する機会が持てたことです。 

教員： 皆さんの体験をもとにこれから留学する後輩の人たちにも反映で

きればと思います。ありがとうございました。 

 

  

   

 前田 隆子先生  

   

派遣奨学生として 1年間の留学を終えてこの夏に帰国した 3人

の 2年生を囲み、今年も座談会を開きました。留学中に学んだこと

や苦労話などいろいろと話していただきました。 

長沼美夕紀さん 小林彩子さん 齋藤春佳さん 

カレッジ（英国）に行き、英語の勉強に専念しました。ブリンズバリーは田

園風景の美しい田舎町でした。 

教員：ホーティカルチャーのコースは珍しいと思いますが、どうでしたか？ 

K：ガーデニングのためにコンクリートを混ぜたり、レンガの柱を造ったり、

羊が生まれ、春が来ることを祝って“Lambing Day”と言って、そのために

庭を造ったりもしました。 

教員：なかなかできない貴重な体験をしましたね。ほかの方たちも何か印

象に残ったこと、苦労したこと、など話してください。 

S：ホストファミリーが何度か変わったので、その度に慣れるのが大変でし

た。私のクラスは日本人がいなくて、イタリア人、スペイン人、ポルトガル

人、ベルギー人、フランス人、マレーシア人など、国際色豊かで楽しい 
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             北脇 実千代 ～第二回～ 

今年に入ってから「さくら（独唱）」や「夏の終わり」など森山直太朗の曲をよく耳にするようになりました。曲のヒットを機に、彼の姿をテレビでも頻繁

に見かけます。彼のお母さんが「この広い野原いっぱい」や「さとうきび畑」などで知られる森山良子なのは有名な話ですが、実はお祖父さんもミュー

ジシャンで、戦前・戦後と日本で活躍したジャズ・トランペッターでした。お祖父さんの名前は、ヒサシ・モリヤマ（森山久：1910－1990）。アメリカで生ま

れた日系二世でした。 

ヒサシ・モリヤマは、サンフランシスコのジャパンタウンで生まれました。ボーイスカウトでラッパを吹き、高校時代もホルンやトランペットを吹くなど、幼

少時から音楽に親しんでいたようです。そして、1929 年に音楽の道を追求するため大学にも進学しますが、当時はアメリカも世界恐慌と呼ばれた大

不況の時代であり、生活は楽なものではありませんでした。経済的理由から大学を変えてもいます。学費を工面するために、ダンスホールでジャズを

演奏したり、子供たちにトランペットを教えたりもしました。そんな時、ヒサシは日本行きを決意します。日本からサンフランシスコにやって来るジャズ・ミ

ュージシャンが厚遇されているのを目にしたこと、また日系人への人種差別があったアメリカでは思うような職が得られなかったのが主な理由でした。

1934年、ヒサシはサンフランシスコを離れて東京にやって来ます。 

当時、日本でもジャズがもてはやされていました。きっかけは、横浜や神戸で

アメリカの船員たちがジャズを演奏したことだったようですが、1920 年代には、

アメリカで演奏されたジャズのレコードも入ってきて、日本でもジャズ・ミュージシ

ャンを志す者が現れ、1930 年代には、都市を中心に各地でダンスホールもで

きて、ジャズ・ミュージシャンは重宝がられるようになっていました。その状況の

中で、ヒサシはアメリカで培った音楽の才能を発揮したのです。 

現在ジャズは、日本にしっかりと根づき、数多くのミュージシャンと愛好家がい

ます。その黎明期といわれる 1920年代・30年代にヒサシ・モリヤマのようにアメ 

リカからやって来て日本で活躍した日系人も少なくありませんでした。ヒサシのようにその後も日本に住み続けた者、戦局の悪化と共にアメリカに帰

国した者などさまざまですが、アメリカ文化を背負って海を渡ってきた彼らの存在はまさに「太平洋を越えた人と文化」の一例といえるでしょう。 
 

 

This summer’s English Abroad programme was again held for five weeks in Llandrillo 

College in North Wales. Everyone had a great time and learned a lot. Among the things 

were we enjoyed was teaching origami at the local primary school. Here are some 

comments from the students who went: 

●English Classes (Yuka Doi) 

I enjoyed my experience in the classes in summer school. On the first day we were tested and put into different levels. 

I was in level two. We were asked “What do you think is the most important thing for studying English?” 

The teacher said, “It’s vocabulary”. 

He explained that if we had a good vocabulary, we would be able to communicate better with people from around the world. 

I found the classes to be of high quality and I do hope to go back there someday 

 

●Host Family (Eri Iida) 

This summer I went to the UK for the first time. My host mother was a very kind person and often when I came home from 

college she was waiting for me by the window. 

On weekends, we often walked to the market. It took thirty minutes so we talked a lot and sang as we walked. 

Every night after dinner, I watched dramas on TV and gradually I could understand what the actors were saying.   

It was a nice way to study for me.  Everyday was like a private English lesson. How lucky! 

 

●Activities ( Yuka Watanabe) 

At summer school, we had lessons in the morning and activities in the afternoon with friends from other countries. We did horse 

riding, hill walking, visiting castles and many other things which helped us to feel the culture and customs of Britain. We taught 

Japanese customs such as Origami to them. 

As I love horses, I especially enjoyed horse riding. My horse was named Steel. 

This summer was a wonderful experience for me and helped me to see things from a different point of view. 

 

 

 

英語・英語圏文化専攻  教員 
 Patricia Yasuda 

 
横浜のダンスホール（1931年） 

（写真）Source: George Yoshida, Reminiscing in Swingtime: Japanese Americans in American Popular Music 

1925-1960 (San Francisco: National Japanese American Historical Society, 1997) 

◆ Ｃｏｏｌ Ｗｅｂ Ｓｉｔｅ！◆ 英語・英語圏文化専攻 教員    前田 隆子 
今回ご紹介するのは、アメリカの公共放送である、Public Broadcasting Societyの HPの中の News Hour Indexというページです。

すべてのプログラムに英語のテキストがついているので、文字で確認しながら、海外のテレビニュースを見ることが出来ます。時事英語

を勉強したい人にお薦めです。 
PBS-News Hour  

URL: http://www.pbs.org/newshour/newshour_index.html 

Kaleidoscope 第 11 号はいかがでしたか？ 皆さまのご

意見・ご希望・ご質問など、お気づきの点を

maeda@caritas.ac.jpまでお寄せください。 
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